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ニュース＆トピックス 2021

当第2四半期決算サマリー

At a Glance

※1 為替一定 ： 2021年の外貨金額を、2020年同期の為替レートで円換算　　※ 2 事業利益とは、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る利益指標

売上収益

2020年度

20,277億円

8,742億円

2021年度

22,760億円
（予想）

10,335億円

10,335億円 18.2%増

事業利益※2

2020年度

1,678億円

505億円

2021年度

2,245億円
（予想）

893億円

893億円 76.6%増

営業利益

2020年度

1,351億円

432億円
2021年度

2,220億円
（予想）

1,094億円

1,094億円

親会社の所有者に帰属する当期利益

2020年度

928億円

287億円
2021年度

1,560億円
（予想）

793億円

793億円（12.2%増）※1 ➡ （63.8%増）※1 ➡

決算に関する詳細情報は
当社ホームページでご確認いただけます。
アサヒグループHD 検 索

⃝ 各地域における高付加価値カテゴリーやブランドの強化・育成
などにより、年間は12.2％の増収、33.8％の増益予想

⃝ 各地域内の統合シナジーだけでなく、グローバル５ブランドの
世界的な浸透など、グローバルレベルでのシナジー創出を拡大

⃝ 2020年６月に取得手続きが完了した豪州のビール・サイダー
事業の新規連結効果などにより、上期は18.2％の増収、
76.6％の増益

⃝ 国際事業と飲料事業の上振れやコスト全般の効率化

当第2
四半期の

総括
今後の方針

152.8%増 175.7%増

1月▶寒波に伴う暖房利用の増加による電力不足に協力 ～アサヒビール茨城工場、アサヒ飲料群馬
工場、アサヒグループ食品栃木さくら工場で自家発電設備出力増加～ 

2月▶ESG投資の代表的指数「FTSE4Good Index Series」とGPIF採用のESG指数「FTSE Blossom 
Japan Index」の構成銘柄に選定 

▶2030年CO2排出量削減目標を上方修正、SBTイニシアチブ※1による｢1.5℃目標｣認定を取得 P8 ご参照
▶ＣＤＰが実施する「サプライヤー・エンゲージメント評価」において最高評価となる「リーダー・ボー

ド」企業に認定
▶ノンアルコールビールブランド“Peroni Libera 0.0％”Aston Martin Cognizant FORMULA 

ONE™ TEAMとのグローバルパートナーシップを締結 P7 ご参照
3月▶令和2年度「健康経営銘柄2021」に選定 ～当社は平成26年度、平成27年度、令和元年度に続

き4回目の選定～
▶「日本気候リーダーズ・パートナーシップ」に加盟 ～「アサヒカーボンゼロ」※2 の達成に向け、加盟

各社と共に持続可能な脱炭素社会の実現を目指します～ 

▶「アサヒの森」が、文化庁が推進する「ふるさと文化財の森」に認定
▶アサヒグループの関東･関西地区の19工場で購入する電力を再生可能エネルギーに切り替え P8 ご参照

4月▶「スーパードライ」ブランド初の常設施設 「スーパードライ ミュージアム」4月20日 オープン P7 ご参照
▶「ラグビーワールドカップ2023フランス大会」の「ワールドワイド・パートナー」に決定

6月▶７年連続で「デジタルトランスフォーメーション銘柄（DX銘柄※3）」に選定！
▶水源地保全活動の取組み拡大 アサヒ飲料富士山工場が、静岡県と富士山クラブと「しずおか未

来の森サポーター協定」を締結（6月より水源地保全活動「森づくり活動」を始動！） 

※1 CDP、国連グローバルコンパクト、WRI（世界資源研究所）、WWF（世界自然保護基金）が共同で設立。企業のCO2排出量削減目標が科学的な
根拠と整合したものであることを認定する国際的なイニシアチブ。

※2 アサヒグループのCO2排出量削減の中長期目標で、2050年にScope1,2及びScope3にてCO2排出量ゼロを目指す取組み。2030年目標は、
従来はScope1,2及びScope3にて（2015年比）30%削減としていましたが、2021年2月にScope1,2にて（2019年比）50%削減とする目標に上
方修正しました。

※3  企業価値向上につながるDXを推進するための仕組みを社内に構築し、優れたデジタル活用の実績を表出している企業を、経済産業省と東京証券
取引所が共同で選定するものです。

アサヒグループホールディングス
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売上収益は、上半期は、ワイン・焼酎を除いた各カテゴリーの業務
用の減少などにより計画未達となり、減収となりました。

事業利益は、コスト全般の効率化を推進しましたが、想定以上の
売上減少による影響をカバーできず、減益となりました。

売上収益は、競争環境の変化に伴いスーパーマーケットでの売上
が減少しましたが、コーヒー飲料および炭酸飲料の販売数量が前
年実績を上回ったことなどにより、増収となりました。

事業利益は、主にカテゴリー・容器ミックスの改善を伴う売上増の
効果や内製化比率の向上などにより、増益となりました。

売上収益は、『ミンティア』は減少しましたが、『1本満足バー』や
『ディアナチュラ』などの売上が拡大したことで、増収となりま
した。

事業利益は、増収効果に加えて、販促費の効率化などにより、増
益となりました。

売上収益は、欧州事業を中心に新型コロナウイルスの感染拡大
に伴う各国の規制などによる市場縮小の影響などがあったもの
の、CUB事業の新規連結効果などにより、増収となりました。

事業利益は、欧州事業は前年並となりましたが、CUB事業の新規
連結効果を含むオセアニア事業が好調に推移したことなどによ
り、増益となりました。

※ 為替一定 ： 2021年の外貨金額を、2020年同期の為替レートで円換算

酒
類
事
業

国
際
事
業

飲
料
事
業

食
品
事
業

608億円
売上収益

1.6%増

（前年同期比 ＋9億円）
57億円
事業利益

6.6%増

（前年同期比 ＋3億円）

3,165億円
売上収益

7.1%減

（前年同期比 −240億円）
267億円
事業利益

20.9%減

（前年同期比 −70億円）

1,737億円
売上収益

4.3%増

163億円
事業利益

65.3%増

（前年同期比 ＋64億円）（前年同期比 ＋71億円）

4,777億円
売上収益

57.3%増
（前年同期比 ＋1,740億円）

681億円
事業利益

176.0%増
（前年同期比 ＋434億円）

（40.0％増）※ ➡ （143.9％増）※ ➡
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課題を残しているものの、『1本満足バー』の飛躍
的な成長をはじめとして、『ディアナチュラ』やフリー
ズドライ食品など、環境変化を捉えたマーケティン
グ活動の強化により、『ミンティア』の減少を補う
売上拡大を図ることができました。

国際事業では、欧州において、家庭用の販売数
量が増加する中、プレミアムカテゴリーやノンアル
コール飲料を中心にブランド強化を図るとともに、
既存ブランドの派生商品などの新価値提案商品を
拡大展開し、更なるプレミアム化を推進しました。
また、オセアニアにおいては、酒類・飲料の主力カ
テゴリーを軸に家庭用のマーケティング投資を強化
し、競争優位を継続・拡大し、市場平均を上回る
成長を果たしました。

こうした取組みにより、売上収益は、日本や欧州
における外食産業の低迷が続いたものの、CUB事
業の新規連結効果なども加わり、前年同期比
18.2％増の1兆335億円となりました。

また、事業利益は、酒類事業が業務用の低迷な
どにより減益となりましたが、主に国際事業と飲料
事業の好調やコスト全般の効率化などにより、トー
タルでは計画を上回る同76.6％増益の893億円と

なりました。さらに、親会社の所有者に帰属する当
期利益については営業利益の増益に加え、イタリア
における税制の減税効果による法人所得税費用の
減少などにより、同175.7％増の793億円となりま
した。

こうした上半期の総括を受け、下半期は引き続
き、各地域における高付加価値カテゴリーやブラン
ドの強化・育成に努めるとともに、グローバル5ブ
ランドの世界的な浸透など、ローカルとグローバル
両面でのシナジー創出を拡大していきます。

酒類事業では、中長期的な構造変化を見据えて、
主力ブランドへの投資に加え、お酒の飲み方の多
様性を提案する「スマートドリンキング」の考え方に
基き、新たな成長カテゴリーへのマーケティング投
資などをより一層強化していきます。

飲料事業では、『カルピス』や『アサヒ 十六茶』
を含む主要ブランドの販売モメンタム回復に向けて、
市場環境の変化を踏まえたチャネル戦略と新価値提
案の強化などにより、売上と利益の成長を両立させ
る事業構造を構築していきます。

2021年度通期の見通し

トップメッセージ

本年上半期は、新型コロナウイルスの感染再拡
大などにより、決算としては、国内酒類事業は厳し
い進捗となりましたが、オセアニア事業が2020年6
月に取得手続きが完了した豪州のビール・サイダー
事業（以下「CUB事業」）の新規連結効果だけで
なく、力強い成長を果たすとともに、飲料事業が大
幅な増益となったことなどにより、過去最高水準の
業績を達成することができました。

酒類事業では、当初の想定より業務用が厳しさ
を増す中、家庭用において、『アサヒスーパードラ
イ 生ジョッキ缶』や『ビアリー』の発売などにより、

『アサヒスーパードライ』の活性化や新たな市場
創出に向けて、一定の成果をあげることができま
した。

飲料事業では、『三ツ矢』『ウィルキンソン』の
好調や『ワンダ』の回復などにより、引き続き商品
ミックスの改善が進んだことに加え、広告販促費や
自動販売機関連費用の効率化など、収益構造改革
を推進したことにより、計画を上回る業績回復を果
たしました。

食品事業では、『ミンティア』の売上回復などに

2021年度上半期の総括

未来の社会からも評価されるグループを目指していきます
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代表取締役社長 兼 CEO

勝木 敦志

食品事業では、消費者ニーズの変化を踏まえた、
さらなる新価値提案に加えて、『ミンティア』のモメ
ンタム回復に向けた取組みの拡大、成長カテゴリー
への投資の重点化などにより、成長基盤の再構築
を図っていきます。

国際事業では、欧州において、業務用の回復期
における需要獲得の最大化を目指すとともに、家庭
用において、引き続きプレミアムビールやノンアル
コール飲料を核とするプレミアム戦略を推進してい
きます。また、オセアニアにおいては、プレミアム
カテゴリーの拡大だけでなく、価格、プロモーショ
ン、ミックスなどを最適に組み合わせて、高い収益
性のさらなる向上を図ります。

こうした取組みにより、2021年度の売上収益は、
2兆2,760億円（前年同期比12.2％増）、事業利益
は2,245億円（同33.8％増）、親会社の所有者に
帰属する当期利益は1,560億円（同68.1％増）を
目指していきます。

日本では、4月は昨年最大のマイナスとなった反
動増や『アサヒスーパードライ 生ジョッキ缶』の発

新型コロナウイルスの影響について
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トップメッセージ

売などにより、前年を大きく上回りましたが、その
他の月は、年初から続く各種規制強化に伴う業務
用の減少などにより、想定より厳しい状況が続いて
おります。

欧州においては、1、2月は、欧州全域において
ロックダウンの影響を受けましたが、それ以降は、
まだ一部の規制は残るものの、英国をはじめとした
各国の規制緩和に伴い、全体としては回復傾向に
入っています。

感染の封じ込めにより規制緩和がより早く進んだ
豪州では、市場シェア向上も含め上半期全体で販
売数量は増加したものの、6月以降は感染再拡大
に伴い、一部の地域でロックダウンが再開しており
ます。

現時点で下半期の影響を正確に見通すことは難
しい状況ですが、ワクチン接種の拡大により、世界
的に規制緩和は着実に進んでいくものと思われま
す。各市場の業態別の動向を見極めながら、販売
モメンタムの回復に向けて柔軟なマーケティング戦
略を展開していく方針です。

アサヒグループは「自然の恵み」を享受して事業
を営んでおり、豊かな自然を後世につないでいくた
めにも、サステナビリティの取組みを強化していま

サステナビリティの取組み進捗

す。上半期は、マテリアリティの優先順位の高い「環
境」「コミュニティ」、さらには「責任ある飲酒」を
中心に各地域において着実に取組みを推進いたしま
した。

引き続き、「中期経営方針」の重点課題で掲げて
いる「ESGへの取組み深化」に向けて、経営の根
幹にサステナビリティを置き、事業成長と社会課題
の解決を同時に実現するビジネスモデルの構築を目
指していきます。

具体的には、個別の取組みや推進体制の強化だ
けではなく、気候変動に関する「リスク」と「機会」
の定量的なインパクトのさらなる見える化などを進
めていきます。また、グループ全体の目標達成に向
けた各地域のロードマップをそれぞれの事業戦略に
落とし込み、積極的に投資していくことにより、サ
ステナビリティを経営に統合していきます。

さらに、それらを推進していく上で原動力となる
人材、研究開発、デジタルトランスフォーメーション
と言った経営資源に対する投資についても積極的に
強化していくことにより、企業価値創造プロセス全
体の高度化を加速させていく方針です。

コロナ禍の厳しい事業環境が続いておりますが、
今後も引き続き、「高付加価値ブランドを核として成

株主の皆様へのメッセージ

長する“グローカルな価値創造企業”を目指す」とい
うビジョンに基づき、各地域の環境変化に柔軟に対
応した事業戦略を推進していきます。

現在、超長期を見据えたメガトレンドの分析に加
えて、そこからバックキャストした10年先のありた
い姿や中期経営方針の定量目標の見直しなどを進
めています。

来年2022年には、買収前のCUB事業の年間業
績を含む2019年の利益水準への回復を目指してい
く方針に変わりはなく、事業毎に強弱はでると思い
ますが、グループトータルでは安定的な成長軌道に
戻していく方針です。

新型コロナウイルスの感染が再拡大し、世界的
に終息の見通しは立っておりませんが、中長期を見
据えたサステナブルな経営を実践し、未来の社会か
らも評価されるグループを目指していきます。株主
の皆様におかれましては、引き続きご支援をよろし
くお願い申しあげます。
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アサヒスーパードライ 生ジョッキ缶

「お店で飲む生ジョッキを家でも」というお客様の声をきっかけに、4年前に開発スター
ト。しかし、缶ビールは “泡を出さない”ように作られています。ですから今までの常識
の逆「缶の内側から自然に発泡する仕組み」を考えました。さらに飲む際に手や口を切
らないよう、ふたと飲み口に、飲料缶では初めてダブルセーフティー構造を採用して
います。開発側から見た「生ジョッキ缶」の面白さは、「最後にお客様自身の手で完成
させる」ことです。冷やす温度と冷やし方によって、泡の出方がまったく変わりますか
ら、冷蔵庫の中のベストポジションを見つけてください。

おいしさの秘密

開発ストーリー 生ジョッキ缶を楽しむコツ

再販スケジュールはHPをご覧ください。

Pick Up

発売前から話題を呼び、先行初週売り上げが想定を大
きく超えるなど大好評をいただき、一時休売となり大
変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。
開けてすぐに泡立つ自然なクリーミー泡と、フルオープ
ンな飲み口で広がる麦の香り、ふたと飲み口に、ダブ
ルセーフティー構造を飲料缶では初めて採用し、まるで

「生ジョッキ」を飲んでいるように楽しめる「生ジョッキ
缶」。増産体制に向けて全力を尽くしております。

フタがフタが
　全開できる！
　全開できる！ 泡が泡が

　きめ細かい！
　きめ細かい！ 生ジョッキのように

生ジョッキのように

　ゴクゴク飲める！
　ゴクゴク飲める！
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2021年 2月 2021年 4月

ニュース & トピックスTopics&News

アサヒグループホール
ディングス株式会社の 
傘下で欧州事業を統括 
するAsahi Europe & 
International（以下、AEI）
は、ノンアルコールビール 
ブランド“Peroni Libera 
0.0 ％ ”とAston Martin 
Cognizant FORMULA 

ONE™ TEAM（以下、Aston Martin F1™）とのグローバルパートナーシッ
プを締結しました。“Peroni Libera 0.0％”は、アサヒグループのグローバ
ルプレミアムビールブランド“Peroni Nastro Azzurro”から2019年に発
売されたノンアルコールビールで、英国をはじめ数か国で展開しています。
提携相手であるAston Martin F1™は、年間を通じて各国で開催される世
界的なモータースポーツ大会FORMULA ONE™ World Championship
に61年ぶりに復帰したことで注目を集めているモータースポーツチームで
す。AEIはこのグローバルパートナーシップを通じて、同チームのF1世界選
手権への復帰を盛り上げるとともに、スタイリッシュでプレミアムな世界観を
演出するイタリアンノンアルコールビールブランド“Peroni Libera 0.0％”
の世界各国での展開に向けたステップアップの機会とします。

茨城工場（茨城県守谷市）内に「スーパードライ」ブランド初の常設施設となる「スー
パードライ ミュージアム」を4月20日にオープンしました。「スーパードライ」の品質・鮮
度向上に向けた取組みとこれまでの歴史を紹介するとともに、「革新的・都会的・明日
への活力」というブランドの世界観を五感で体感できる体験型施設です。大型スク
リーンで「スーパードライ」ができるまでのストーリーなどを上映し、「スーパードライ」
のこだわりと魅力を伝えます。「スーパードライ ゴーライド」では、ビールを缶に詰める
工程をイメージした空間で、まるで自らがビールの缶に乗ったかのような臨場感ある
体験が楽しめます。体験最後の「スーパードライ ホール」では、茨城工場で製造された
できたての「スーパードライ」樽生ビールと“氷点下のスーパードライ”「エクストラコー
ルド」を無料で試飲できます。また、お客さまが自ら樽生ビールを注ぐことや、ビールの
泡に文字や画像を描く泡プリンターなど、「スーパードライ」で楽しめる体験も提供し
ます。新設する「スーパードライ ミュージアム」を通じて、お客様との接点を築き、楽し
さや感動、ワクワク感のあるブランド体験をお届けします。

ノンアルコールビールブランド“Peroni Libera 0.0％”
Aston Martin Cognizant FORMULA ONE™ TEAM
とのグローバルパートナーシップを締結

「スーパードライ」ブランド初の常設施設
「スーパードライ ミュージアム」をオープン

【スーパードライ ミュージアム概要】  ● 住所：茨城県守谷市緑一丁目1-1  ● 体験ツアー予約方法：電話にて完全予約制。
0297-45-7335（スーパードライ ミュージアム ご案内係）  ● 予約受付期間：毎月20日に翌月分の予約が可能。受付時
間は9時15分～16時00分  ● 休業日：不定休  ●ツアー料金：無料
※新型コロナウイルス感染予防のため、当面の間、体験ツアーの受付は、茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・山梨県在
住のお客様限定とします。※新型コロナウイルス感染予防対策を十分徹底した上で、ご来場のお客様、従業員の安心・安全を確保して運営します。
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ESG
アサヒグループHDは『中期経営方針』において、『ESGへの取組み深化』を重点課題としており、以下の 
二つを掲げております。

気候変動への対応や人権問題などのESGリスクは経営を揺るが
しかねない問題であるため、経営課題として取り組むことは当然
のことであるとともに、グループ独自の強みをいかした価値を創
出する事業の拡大など事業成長の機会とも捉え、様々な活動に
取り組んでまいりました。ここに2021年上半期の取組みを紹介
させていただきます。

アサヒグループホールディング
ス株式会社は、2050年のCO2排
出量ゼロを目指す中長期目標「ア
サヒカーボンゼロ」※2の達成に向
けて、取組みを加速させるため
に、2030年の目標値を従来の30％削減から50％削減に上方修正し
ました。本目標については、SBT（Science Based Targets）イニシ
アチブから気候変動による世界の平均気温上昇を産業革命前と比
べ1.5度未満に抑えるという、「1.5℃目標」※3認定を取得しました。新
たな目標達成のために、国内外の製造拠点における再生可能エネル
ギーの積極的な活用や、製造工程の見直し、物流の効率化などにグ
ループ全体で取り組んでいきます。欧州では、2030年までに工場の
カーボンニュートラルを目指しています。

アサヒグループ、2030年CO2排出量削減目標を
上方修正、SBTイニシアチブ※1による
｢1.5℃目標｣認定を取得 アサヒグループホールディングス株式会社は、2021年4月1日からアサヒグループの関東・関西

地区の19工場で購入する電力を再生可能エネルギー（再エネ）に切り替えました。これにより国内
のアサヒグループ全拠点の購入電力は約40%（128GWh）まで再エネ化が進み、CO2は年間で6
万t削減されます。「アサヒカーボンゼロ」の達成に向け取組みを加速し、2025年までに国内全拠点
での購入電力の再エネ化を目指します。また、海外を含めた生産拠点では2025年までに全72工
場のうち9割となる65工場で再エネ化が進む見込みです。2021年度分の再生可能エネルギー
は、デジタルグリッド株式会社（本社 東京、社長 
豊田祐介）が運営する日本初の民間電力取引所

「デジタルグリッドプラットフォーム（DGP）」※4を通
じて購入します。DGPはAIを活用し電力需給の
予測・調整を行い、アサヒグループの需要に応じ
て太陽光発電・バイオマス発電など多様な発電
源を選択して組み合わせた電力調達を効率的に
行います。

アサヒグループの関東･関西地区の19工場で購入する電力を
再生可能エネルギーに切り替え

※1 CDP、国連グローバルコンパクト、WRI（世界資源研究所）、WWF（世界自然保護基金）が共同で設立。企業のCO2排出量削減目標が科学的な根拠と整合したものであることを認定する国際的なイニシアチブ。
※2 アサヒグループのCO2排出量削減の中長期目標で、2050年にScope1,2及びScope3にてCO2排出量ゼロを目指す取組み。2030年目標は、従来はScope1,2及びScope3にて（2015年比）30%削減としていましたが、2021年2月にScope1,2にて（2019年比）50%削減とする目標に上方修正しました。
※3 2019年の国連気候行動サミットやCOP25などの国際議論において、地球温暖化による気温上昇を従来の2℃から1.5℃に抑制することが広く議論されていることから、新基準として1.5℃が目標となりました。
※4 デジタルグリッド株式会社が運営する日本初の民間による電力取引市場。再エネ電源の活用ニーズが高まる一方で、再エネ電源は需給調整が困難であることなど、電力システムの中で活用するためには多くの課題があります。そうした再エネ電源に加え多種多様な電源と電力需要を発電企業と需要企業

を結び付ける「電力の取引所」です。

サステナビリティへの取組み
アサヒグループホールディングスの

2021年
2月

2021年
3月

「アサヒグループ環境ビジョン2050」、
「持続可能なコミュニティ」への取組みなど、

サステナビリティを経営戦略に統合

リスクマネジメントの高度化（ERM）、
日欧豪３極を核とした

グローバルガバナンスの強化

アサヒビール茨城工場
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工場できたて※のうまさを自宅で体感

製造から出荷まで3日以内、
製造日付入りの特別なスーパードライ

Point

New
新商品

新商品紹介

スコットランド産のヘビーピート原酒を使用し、
ウイスキーの本格的な味わいを実現

新しい飲み方の選択肢を提供

アルコール分0.5％の“微アルコール”ハイボール／
アルコール分３％の“ローアルコール”ハイボール

毎月月末火曜日に製造され、金曜日に発売さ
れる工場できたての特別なスーパードライ
です。工場できたてのスーパードライなら
ではのおいしさをお楽しみください。

「缶ハイボールはアルコール度数が高くて飲むシー
ンが限られる」というお客さまの声のもと、
アルコール分0.5％と３％のライトなハイ
ボールブランドが誕生しました。

「本格的な味わい」をお楽しみください。

缶350ml、缶500ml／オープン価格 ※缶500mlは北海道のみ
発売日 毎月月末金曜日に店頭発売

ビール

アサヒスーパードライ 
工場できたてのうまさ実感パック

酒 類 事 業

缶350ml／195円（税込）  発売日 2021年9月28日

アサヒビール（株）マーケティング本部 ビールマーケティング部
沼中 将夫

アサヒビール（株）マーケティング本部 新価値創造推進部
石井 嶺広

飲 料 事 業

※原則製造後3日以内で工場から出荷する商品を「工場できたて」としています。

Point

A lcoho l ic  Beverages Sof t  Dr inks

担当者からのひとこと
担当者からのひとこと

コーヒー

ワンダ モーニング 
ブラック

厳選した豆をブレンドし、“焼きたて・挽きた
て・淹れたて”の目覚める美味しさを実現した 
朝にふさわしい無糖ブラックコーヒーです。
香ばしい苦味とスッキリとした後切れで、毎
日飲んでも飲み飽きない
風味に仕上げました。
多様化するお客様の日常
に合わせ、モーニ
ングショットから
ブラックタイプ
を新発売します！

アサヒ飲料（株）マーケティング一部
柴田 裕介

「ワンダ」担当者からのひとこと

厳選した豆をブレンドし、
香ばしい苦味とスッキリとした
後味を実現

毎日飲んでも飲み飽きない朝に
ふさわしい無糖ブラックコーヒー

Point

缶185g／希望小売価格 124円（税込）
発売日 2021年9月14日

アサヒハイボリー３％
リキュール（発泡性）①
アサヒハイボリー
カクテルテイスト飲料
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New
新商品

New
新商品

歯垢の生成を抑えるのを助ける
EGCg配合

お口さっぱりペパーミント味の
大粒タブレット

ミンティア初の機能性表示食品※2

「ミンティア」からブランド史上初となる機能性表示食品を発売
します。従来のお口のリフレッシュに加えて、手軽にデンタル
ケアができる点が最大の特長です。毎日のお食事の後に是
非お召し上がりください。

希望小売価格 994円（税込）
発売日 2021年9月6日

プロテインパウダー

ディアナチュラアクティブ
ソイプロテインココア味　
トライアルパック

想定価格 227円（税込）
発売日 2021年8月30日

清涼菓子

ミンティアエクスケア
デンタルプラス
ペパーミント

食 品 事 業

アサヒグループ食品（株）
マーケティング一部
三橋 健司

炭酸飲料

三ツ矢 特濃
レモンスカッシュ
PET500ml
希望小売価格 151円（税込）
発売日 2021年8月10日

※1 おすすめプラン（1回22.5ｇ）の場合　※2 【届出表示】本品にはエピガロカテキンガレート（EGCg）が含まれます。エピガロカテキンガレート（EGCg）は、口内環境を良好に保つ（歯垢の
生成を抑える）ことが報告されています。●食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。●本品は、特定保健用食品と異なり、消費者庁長官による個別審査を受けたもので
はありません。●本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。●お口の健康には、歯みがきなどの日々のケアを大切に。

Point

Food

健康なカラダづくりを
始めたい方におすすめ

人気のココア味。お試し
しやすい約５回分※1

たんぱく質15g※1、
乳酸菌1億個※1を含む
23種の成分配合

Point

甘さと酸味のバランス
が取れた厳選果汁を
贅沢に使用

自然な酸味とほのかな
苦みが楽しめる濃厚 
レモンスカッシュ

Point

「ミンティア」担当者からのひとこと

New
新商品

New
新商品

 ショット
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（億円）

0

10,000

20,000
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40,000

50,000

（年度）2019年度末 2020年度末 2021年2Q末

7,351
31,407

24,056

6,890
44,393

37,502
非流動資産

流動資産6,906
45,661

38,755

（億円）

2,000

1,000

3,000
※ 括弧内は対前年同期比

換算差額
27

（+20）

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
559

（△451）

現金及び
現金同等物の
期首残高
484

（△0）

1,574
（+988）

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー
47

（+12,035）

財務活動による
キャッシュ・フロー
△1,573

（△13,494）

0

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12,000
（億円）

0

※ 括弧内は対前年同期比
売上収益
10,335

（+1,593）

親会社の
所有者に帰属
する四半期利益
793

（+505）

売上原価
△6,314

（△722）

売上総利益
4,021

（+870）

事業利益
893

（+387）

その他の
営業収支
201

（+274）

営業利益
1,094

（+661）

金融・持分法
による投資損益
△54

（△12）

法人所得税費用
△245

（△141）

販売費及び
一般管理費
△3,128
（△482）

連結財政状態計算書 （2019年度 2020年度：12月31日現在、2021年度：6月30日現在）

資産合計 負債及び資本合計

連結損益計算書 （2021年1月1日～6月30日） 連結キャッシュ・フロー計算書 （2021年1月1日～6月30日）

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
（億円）

0
2019年度末 2020年度末 （年度）2021年2Q末

10,756

8,168

31,407

12,482

16,526

12,689

44,393

15,178 資本

非流動負債

流動負債12,773

15,821

45,661

17,066

連結業績および財務データ

売上収益は、日本や欧州における外食産業の低迷によるマイナス影響があったものの、2020年６月
に取得手続きが完了した豪州のビール・サイダー事業の新規連結効果などにより、増収となりました。
事業利益は、酒類事業が業務用の低迷などにより減益となりましたが、主にオセアニア事業と飲料事
業の好調により、増益となりました。
親会社の所有者に帰属する四半期利益は、営業利益の増益に加え、イタリアで新型コロナウイルス対応と
して採択された税制の減税効果に基づき法人所得税費用が減少したことなどにより、増益となりました。

営業CFは、法人税支払の支出があるものの、税引前利益や減価償却費に加え、国内外の運転資本
の圧縮によるキャッシュ創出等により収入となりました。
投資CFは、設備投資による支出やAHAの子会社株式取得による支出があるものの有形固定資産
の売却、無形資産の売却、投資有価証券の売却等により、収入となりました。
財務CFは、金融債務の減少や配当金の支払等により、支出となりました。

資産は、季節要因等により営業債権が減少したもの
の、為替相場の変動によるのれん及び無形資産の
増加等により、増加となりました。
負債は、社債及び借入金の減少等により、減少しま
した。
資本は、配当金支出により利益剰余金が減少したも
のの、当第２四半期連結累計期間の親会社の所有者
に帰属する四半期利益の計上による利益剰余金の
増加及び為替相場の変動により在外営業活動体の
換算差額が増加したこと等により、増加しました。

ポイント

ポイント ポイント
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株主の皆様とのコミュニケーション

当社は、ホームページ上で様々なコンテンツを提供し、株主の皆様とのコミュニケーション・適時適切な情報提供
に努めております。「株主・個人投資家の皆様へ」ページにおいては、当社の概要や株主総会、株式事務手続き、配当
金、優待制度などの情報をわかりやすく解説しております。ぜひご活用ください。今後も株主の皆様との、より良い
コミュニケーションの機会づくりに努めてまいります。

2021年3月25日（木）に開催されました第97回
定時株主総会の映像を配信しております。当日の
ご来場を自粛いただいた株主様、ご都合が合わ
ずライブ配信をご覧いただけなかった株主様も、
当日の様子をご確認いただけます。下記URLから

「株主総会」ページをご確認ください。

株主総会映像の配信のご案内

▶ https://www.asahigroup-holdings.com/ir/shareholders_guide/

▶  https://www.asahigroup-holdings.com/ir/shareholders_guide/
shareholders_meeting.html

 株主・個人投資家の皆様向けページ

アサヒグループ　株主・個人投資家の皆様へ 検 索

株主様工場見学会の開催見送りについて
アサヒグループの事業内容についてご理解を深めていただくために開催しておりました株主様工場見学会につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏まえ、昨年
に引き続き、本年の開催を見送りとさせていただきます。株主の皆様におかれましては、何卒ご理解賜りますよう、お願い申しあげます。
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商号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602 東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設立 1949年（昭和24年）9月1日

資本金 220,044百万円

従業員数 29,850名（連結、2020年12月31日現在）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人（東京都新宿区津久戸町1番2号）

持株数（百株） 持株比率（％）
■金融機関 2,080,216 41.0
■外国法人等 1,696,826 33.5
■個人・その他 458,216 9.0
■証券会社 418,530 8.3
■その他の法人 414,442 8.2
■自己名義株式 1,800 0.0

発行済株式の総数 507,003,362株

株主数 119,320名 （前年同期末比1,146名減）

大株主（上位10名） 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 591,507 11.7
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 273,974 5.4
SMBC日興証券株式会社 145,427 2.9
第一生命保険株式会社 112,000 2.2
富国生命保険相互会社 100,000 2.0
三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 92,076 1.8
株式会社日本カストディ銀行（信託口7） 91,247 1.8
株式会社三井住友銀行 80,280 1.6
株式会社日本カストディ銀行（信託口5） 73,567 1.5
STATE STREET BANK WEST CLIENT – TREATY 505234 71,546 1.4

合計 1,631,625 32.2
（注） 持株比率は発行済株式の総数から自己株式数（1,800百株）を控除して計算しております。 

（注） 自己株式（1,800百株）には、株式報酬制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行が保有する当社株式804百株は含めて 
おりません。

■金融機関

■自己名義株式

■外国法人等

■証券会社

■個人・その他

■その他の法人

■500万株以上

■1百株未満
■1百株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上
■1千株以上

持株数（百株） 持株比率（％）
■500万株以上 2,172,527 42.9
■100万株以上 1,404,285 27.7
■10万株以上 876,149 17.3
■1万株以上 200,922 4.0
■1千株以上 264,339 5.2
■1百株以上 148,883 2.9
■1百株未満 2,925 0.1

会社概要 株式の状況

所有者別株式分布 所有株式数別株式分布

会社概要 （2021年6月30日現在）

取締役会⻑ 兼 取締役会議⻑ 小路 明善
代表取締役社⻑ 兼 CEO 兼 日本統括本部⻑ 勝木 敦志
常務取締役 兼 常務執行役員 兼 CFO 北川 亮一
取締役 兼 執行役員 兼 CAO 朴 泰民
取締役 兼 執行役員 兼 CHRO 谷村 圭造

社外取締役（独立役員） 小坂 達朗 新貝 康司
クリスティーナ・アメージャン

常勤監査役 奥田 好秀 西中 直子
社外監査役（独立役員） 斎藤 勝利 早稲田 祐美子 川上 豊
常務執行役員 兼 CSCO 辺見 裕
常務執行役員 加賀美 昇 松山 一雄

執行役員

福田 行孝 神田 智正 佐見 学
知久 龍人 河野 一馬 﨑田 薫
田中 晃 秋葉 哲 爲定 一智
野村 和彦 坂野 俊次郎 石坂 修
ウエイン・アンガス 伊藤 義訓
秋田 達志 加賀屋 睦 近安 理夫
安保 昌俊 根来 智之 森 哲 
佐藤 輝

役員
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中間配当金のお支払いについて
第98期中間配当金は、2021年８月10日開催の取締役会の決

議により１株当たり54円に決定されました。同封の「配当金領収証」
により、お近くのゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局

（銀行代理業者）にて、払渡しの期間内（2021年９月１日（水）から
2021年10月１日（金）まで）にお受け取り願います。

また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入
金をご確認くださいますようお願い申しあげます。株式数比例配
分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証券会
社）にお問い合わせください。

なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受
け取りになった後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添
付書類としてご利用いただけます。株式数比例配分方式を選択さ
れている場合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。

❶ 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

口座を開設されている証券会社

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

❷ 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝特別口座から証券口座への振替請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

特別口座の 
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払株主確定日 12月31日
中間配当金支払株主確定日 6月30日
単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

公告の方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告
によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

株式に関するお手続は、
❶証券会社の口座に記録されている場合と、
❷特別口座に記録されている場合で、
右記のとおり異なりますので、該当の窓口に
お問い合わせください。

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先

　　0120-782-031 オペレーター対応
（9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ
https://www.smtb.jp/personal/agency/

アサヒグループホールディングス株式会社
Legal 株主様係
TEL 03-5608-5113
E-mail kabushiki@asahigroup-holdings.com

株式に関するその他のお問い合わせ窓口

株式に関するお手続について

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式
の税務関係のお手続で必要となります。

株式関係事務におけるマイナンバーの利用目的
法令に定められたとおり、支払調書に株主様のマイナ
ンバーを記載し、税務署に提出いたします。このため、
株主様からお取引のある証券会社等へ、以下のとお
りマイナンバーを届出いただく必要がございます。

証券会社の口座で株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主様
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部までお問い
合わせください。

マイナンバー制度に関するお手続きについて

株主メモ
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〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載された意見や予測などは、
本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情
報にもとづいて被ったいかなる損害についても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。https://www.asahigroup-holdings.com/

株主ひろば
IR Information

統合報告書2020のご紹介
「統合報告書2020」ではアサヒグループの
成長ストーリーをより持続可能なものとす
べく、「サステナビリティ」「グローバルマネジ
メント」「グローバルブランド」の3つの経営
課題に対する今後の方針や具体的な取組
みについて記載しています。ぜひご一読い
ただき、「統合報告書2020」に対するご感
想に加え、アサヒグループの経営に対する
忌憚のないご意見をお寄せください。

IRカレンダー
決算発表

定時株主総会 期末配当金支払開始

第2四半期決算発表

中間配当金支払開始

第1四半期決算発表

2月1月 9月3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月

第3四半期決算発表

より詳細な情報については、下記のURLまたは右記のQRコードよりアクセスいただき
ダウンロードしていただけます。

https://www.asahigroup-holdings.com/ir/library/annual.html

株主優待寄附実績の
ご報告

「アサヒグループ環境基金『水の
惑星』へのご参加」と「東日本大震
災復興支援活動への寄附」に多くの
株主様からご賛同をいただきました。 
皆様方のご協力に対して、厚く御礼申しあげます。

ご寄附の総額
約232万円

アサヒグループ環境基
金「水の惑星」

公益社団法人国土緑化推進機構の
「緑の募金」へ306名様分

東日本大震災
復興支援活動への寄附

「東日本大震災現地NPO応援基金」へ
1,108名様分


